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Unified Managerデータベースディレクトリにディ
スクスペースを追加する

Unified Manager データベースディレクトリには、 ONTAP システムから収集された健常
性とパフォーマンスのデータがすべて含まれています。状況によっては、データベース
ディレクトリのサイズの拡張が必要になることがあります。

たとえば、 Unified Manager で多数のクラスタからデータを収集している場合、各クラスタに多数のノードが
あると、データベースディレクトリがいっぱいになることがあります。データベースディレクトリの使用率が
90% の場合は警告イベントが生成され、ディレクトリの使用率が 95% の場合は重大イベントが生成されま
す。

ディレクトリの使用率が 95% に達すると、クラスタから追加のデータが収集されなくなりま
す。

データディレクトリの容量を追加する手順は、Unified ManagerをVMware ESXiサーバ、Red Hat Linuxサー
バ、Microsoft Windowsサーバのいずれで実行しているかによって異なります。

VMware仮想マシンのデータディスクにスペースを追加する

Unified Manager データベースのデータディスクのスペースを増やす必要がある場合は、
インストール後に Unified Manager のメンテナンスコンソールを使用してディスクスペ
ースを増やして容量を追加できます。

開始する前に

• vSphere Client へのアクセス権が必要です。

• 仮想マシンにスナップショットがローカルに格納されていないことが必要です。

• メンテナンスユーザのクレデンシャルが必要です。

仮想ディスクのサイズを拡張する前に仮想マシンをバックアップすることをお勧めします。

手順

1. vSphere Client で、 Unified Manager 仮想マシンを選択し、データ「ディスク 3 」にディスク容量を追加
します。詳細については、 VMware のドキュメントを参照してください。

Unified Manager の導入で、「ハードディスク 3 」ではなく「ハードディスク 2 」が使用されることがあ
ります。これが導入環境で発生した場合は、ディスクのサイズを大きくします。データディスクには、常
に他のディスクよりも多くの容量があります。

2. vSphere Client で、 Unified Manager 仮想マシンを選択し、 * Console * タブを選択します。

3. コンソールウィンドウ内をクリックし、ユーザ名とパスワードを使用してメンテナンスコンソールにログ
インします。

4. * メインメニュー * で、 * システム構成 * オプションの番号を入力します。

5. システム構成メニュー * で、 [ データディスクサイズの増加 ] オプションの数値を入力します。
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Linuxホストのデータディレクトリにスペースを追加する

Linux ホストを最初にセットアップした時点で Unified Manager をサポートするために「
/opt/netapp/data 」ディレクトリに十分なディスクスペースを割り当てていなかった場合
は、インストール後に「 /opt/netapp/data 」ディレクトリのディスクスペースを増やし
てディスクスペースを追加できます。

開始する前に

Unified ManagerがインストールされているRed Hat Enterprise Linuxマシンへのrootユーザアクセスが必要で
す。

データディレクトリのサイズを拡張する前に Unified Manager データベースをバックアップすることを推奨し
ます。

手順

1. ディスクスペースを追加する Linux マシンに root ユーザとしてログインします。

2. Unified Manager サービスと関連する MySQL ソフトウェアを次の順序で停止します。 ystemctl stop

ocieau ociemysqld

3. 現在のディレクトリ /opt/NetApp/data' にデータを格納できる十分なディスク・スペースを持つ一時的なバ
ックアップ・フォルダ（例： /backup-data' ）を作成します

4. 既存の「 /opt/NetApp/data 」ディレクトリの内容と権限の設定をバックアップ・データ・ディレクトリに
コピーします。

「 cp -arp /opt/NetApp/data/*/backup-data」 と入力します

5. SE Linux が有効になっている場合：

a. 既存の「 /opt/NetApp/data 」フォルダにあるフォルダの SE Linux タイプを取得します。

se_type=`ls -Z /opt/netapp/data| awk '{print $4}'| awk -F: '{print $3}'|

head -1

次のような情報が返されます。

echo $se_type

mysqld_db_t

a. バックアップ・ディレクトリの SE Linux タイプを設定するには 'chcon' コマンドを実行します

chcon-R --type=mysqld_db_t/backup-data

6. /opt/NetApp/data ディレクトリの内容を削除します。

a. 「 cd /opt/NetApp/data 」と入力します

b. 「 rm -rf * 」と入力します

7. LVM コマンドを使用するかディスクを追加して '/opt/NetApp/data' ディレクトリのサイズを 150 GB 以上
に拡張します
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ディスクから「 /opt/NetApp/data 」を作成した場合は、「 /opt/NetApp/data 」を NFS 共有
または CIFS 共有としてマウントしないでください。この場合、ディスク領域を拡張しよう
とすると、「 re size 」や「 extend 」などの一部の LVM コマンドが期待どおりに動作しな
いことがあります。

8. '/opt/NetApp/data' ディレクトリ所有者（ mysql ）とグループ（ root ）が変更されていないことを確認し
ます

「 ls -ltr/opt/NetApp/|grep data 」を入力します

次のような情報が返されます。

drwxr-xr-x.  17 mysql root  4096 Aug 28 13:08 data

9. SE Linux が有効になっている場合は '/opt/NetApp/data' ディレクトリのコンテキストが mysqld_db_t に設
定されたままであることを確認します

a. 「 /opt/NetApp/data/abc 」と入力します

b. 「 ls -Z /opt/NetApp/data/abc 」と入力します

次のような情報が返されます。

-rw-r--r--. root root unconfined_u:object_r:mysqld_db_t:s0

/opt/netapp/data/abc

10. ファイル「 abc 」を削除して、この余分なファイルがデータベースエラーを原因しないようにします。

11. 「 backup-data' 」の内容を展開された「 /opt/NetApp/data 」ディレクトリにコピーします。

「 cp -arp/backup-data/ * /opt/NetApp/data/ 」と入力します

12. SE Linux が有効になっている場合は、次のコマンドを実行します。

chcon-R --type=mysqld_db_t/opt/NetApp/data

13. MySQL サービスを開始します。

'ystemctl は mysqld' を起動します

14. MySQL サービスが開始されたら、 ocie サービスと ocieau サービスを次の順序で開始します。

'ystemctl start ocie ocieau

15. すべてのサービスが開始されたら ' バックアップ・フォルダ '/backup-data' を削除します

「 rm -rf /backup-data' 」のように入力します
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Microsoft Windows サーバーの論理ドライブにスペースを追加
する

Unified Manager データベースのディスクスペースを増やす必要がある場合は、 Unified

Manager がインストールされている論理ドライブに容量を追加できます。

開始する前に

Windows の管理者権限が必要です。

ディスクスペースを追加する前に Unified Manager データベースをバックアップすることを推奨します。

手順

1. ディスクスペースを追加する Windows サーバに管理者としてログインします。

2. スペースを追加する方法に応じて、該当する手順を実行します。

オプション 説明

物理サーバで、 Unified Manager server がインスト
ールされている論理ドライブに容量を追加する。

Microsoft の次のトピックの手順に従います。

"基本ボリュームを拡張します"

物理サーバで、ハードディスクドライブを追加しま
す。

Microsoft の次のトピックの手順に従います。

"ハードディスクドライブの追加"

仮想マシンで、ディスクパーティションのサイズを
拡張します。

VMware の次のトピックの手順に従います。

"ディスクパーティションのサイズを拡張する"
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